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ク胃マヅ種子の樹冠及び毬果に於ける着生

都位言発芽勢乏の関係

助教授沖村義人
丁皇柁Re工磁互on　be七weeu　Seeas⑪f　Kuro皿晒七su　”Pi皿us　Thunbergi三　Par工”　wh1（山

正）ro（hced銚wr～蝸P班吃s　of　Tree　Cr　wn・Cone　aud曲e1r　Ge亙㎜1蝸tiye　Energ篶

　　　　　　　　　　　Asふもau亡　Pr1姑sor　of　Fores虹y

Y．○KIMURA

　　　　　　　　　　　　　　　　I繕・　　言

　近来挫界的森林資源鉄乏の兆により優良帰種の保存⑧優良苗木の養威が注目されるに至つた

が、この定めに種子の間題特に良種子を採集することが先づ以て重大となつてくる。

　筆書は蝸9年に行つた予備実験より針葉樹の樹冠の各部及び毬果の各部に於て種子の良否に

差があるのではな〉・かと予想し・石見地方で欄当優勢なク回マッについて表記の実験を諦み

た。

亙賓駿　翁法

　（1）実験計画

　クロマツ種子の樹冠及び毬果に於ける着生部位を本実験に於ては、樹冠上部（Kエ）、中部

（亙勇）、下部（K・）と毬果先端（S・）、中部（S・）、塞部（高）の各3部に分けた。K1は楕端

部より樹冠の上部1／3，K・は上部の下端より所謂力枝の上部まで、K。は力枝及びその下の部

分を指し・毬果についてはその全長を3分して先端より夫々S1喝S・、S・とした。

　試験木としては普通林木、砂地林木、普通孤皿木及び砂地孤立木より各！O本を選定し、各試

験木より樹冠上、中、下部につき夫々10魍づつの毬果を探集した。採集毬果の種子はS。、Sハ

S藪に分げて第1表の如く磁製バツトによる発芽試験に供した。
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＼種類
実ふ、

．第1回

第2回

第3回

第1表 実　　験　　計　　画　　表

林木孤立木抄地林木抄地孤立木実駿温度
KエS3K3S2K2SエK2S：3K3S1K1S2K1S1皿二2S2K3S3K2S3K3S1K1S223◎C～25oC

K2S1KエS1　K3SヨK3S2K1S3K2S1K2S3K3SエKl　S！K1S1K2S2K3S322◎C～24oC

K3S1K2S3Kl　S£Kl　S1K2S2K3S3K3S1K1S3K2S1K3S2K1S3K2S］20◎C～25◎C

実験期間

1951．1．20。

　～2．8．
2．　5。～2．24．

2．20．＾一3．10。

謹　K1，K2，K3は樹冠上部松中郡、下部

　s1，s2，的は毬果先端部、中央駄基部

　（2）試　　　料

　島根果美濃郡益困町及びその附近に存在する25～85年生の各試験木よザ1腕O年10月25日～

11月10日に毬果を探集し、数日間陰干して後樹冠及び毬果の各部分毎にピンセツトで種子を取

り出し、繊粒種子及び損傷したものを除去し、且つ長さ3～5皿・、のものを1951年1月18目ま

で実験室に放置し、各部位毎に100粒宛実験に供した。

　筒毬果の各音昨於ける鱗片数と実在種子数との関係は第2表の通りである。

　　　　第2表　　　鱗片数と実在種子数との関係

＼＼芋　林　　木　　孤　立　木　抄地林木　抄地孤立木
・＼　　・＼K一殴仙・・｝・・引引啄…　1や1K・

　　毬果の鱗片数　　16　　15　　15　　j6　　16　　17　　16　　エ5　　15　　］6　　15　　】5

　　理論種子数　　32　3つ　3つ　32　32　34　32　30　30　32　30　　3つ
s1

　　実在種子数　　22　21　18　23　22　21　24　2エ　19　23　22　2一

　　授　精　率68，870．06C－07L963，861，875，070，063，371，973，370．0

　　毬果の鱗片数　　23　22　22　23　22　22　23　21　23　23　23　21

　　理諭種子数　　46　44　44　46　44　44　46　42　46　46　46　42
s2

　　実在種．子数　　35　33　31　35　33　32　35　33　31　35　33　30
　　　　　　　　　％
　　授　縮　率76，175，070，576．1フ5，072，776，178，667，476．〕71，771．4

　　毬粟の鱗片数　　43　42　41　40

　　理論種子数　　86　84　82　8っ
s
3　　実在種子数　　4　4　　3　4
　　授　精　率　4．7　4．8　3．7　5．o

42

84

　五

4．8

4ユ　　　　43　　　　42　　　　41　　　　43　　　　42　　　　　41

82　　　　86　　　84　　　　82　　　　86　　　　84　　　　82

　4　　　5　　　4　　　3　　　5　　　4　　　6

4．9　　5．8　　4．8　　3．7　　5．8　　4．8　　　7．3

註　理諭種子数ば麟片数の2借

　実在種子数は枇粒種子も含む
　授締率は理論種子数に対する実在種子数の百分率

sokyu
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班費　駿　繕　暴

　実験緒果は第3表の通りである。荷発芽数は実験着手後10日目までのものを取つた。それ以

後も少々発芽したものがあつたが、幼芽の主根z）扶態その他より健全苗となり得ないと思われ、

又マツ類の発芽勢は普通10巳目位1を標準とされているので発芽数に入れてない。

　　　　第3表　　　　発　　　芽　　　数

林　木1孤立木1砂地林木 抄地孤立木 小　　　　　計

KllK・lK・1K－K－K・lK・ K－K・ ・一・一・・
計

K1 K2 I（1

S
1
s
2
s
3

4
5
6
8
4
0

3
5
5
6
2
8

3
9
6
つ
3
3

8
4
8
4
5
2

7
2
6
8
2
4

6
4
7
2
4
5

7
0
6
2
4
6

1
5
2
4
6
4
2

5
6
4
6
3
垂

6
0
8
6
5
会

7
2
5
6
5
2

5
8
5
9
5
0

2
5
9
3
0
0
1
9
2

2
3
－
2
2
6
ユ
4
6

2
1
7
2
3
7
1
6
2

7
0
7
7
6
3
5
0
0

計 153 u9 工32 220 16壬 ヱ81 178 玉40 136 200 ヱ80 167

。。一　　　一

603 616
1
9
7
0
　
9

註　10目目に於ける発芽全数

岨考　　　　嚢

　第3表め実験渚果＝より各因子の効果程度を知るため要因分析を行うと第4表の通りである。

故に危険率1劣で樹木間（B）、樹冠の泣置間（K）、毬果に於ける位置聞（S）には夫々有意差

が認められる。

　1）母樹の林木、孤立木による差異

　遍間に差が認められるので、有意差のある部分を検定すると、第壬表より林木群と孤立木群

との間には差が認められるが、各群内には差が認められない。即ち普通林木404と砂地林木454、

普通孤立木565と砂地孤立木54咋は少々の差があるが、この位の差は繭然でも現われるもので

有意とはいいきれぬが、樹木群404、蝋と孤立木群脇、卿では後者が発芽数は明らかに多

い◎

　更に幼芽D主根の長さをみても第5表より孤立木の種子のものが長く、生活力大であるとい

いうる。故に孤立木の種子が林木の種子より一般に良いといへるであろう。

　2）樹冠の各部による差異

　第4表の検定より有意差はK．606、亙。616の群とK．751との間には認められるが、K。とK。

との間には認められない。却ち発芽勢は樹冠上部がどの樹木群についても最大であり、樹冠中

部と下部には余り差はない。叉幼芽の主根の長さも上部のものが最も長い。

　3）毬果D各部による差異

　毬果の部位についても第4表よりS．500とSヱ707，S．763群との間では明らかな差があるがSエ

sokyu

sokyu



39

とS。との間には有意と認められる差は1ない。從つて毬果先端⑧申部の種子が発芽勢大で基部の

種子は小であり、主根の長さも基部が最も短い。故に毬果基部の種子は晶質最も悪しという事

が串来る。更に受精率を見ても毬果塞部は先端感中部と比較して極めて低く、出来た種子も他

部に対して軽小で発達も悪い。

　　　第4表　要因分析表
F　　　表

要　因　群　　　別　変　動　自串度　不偏分散　分散比 養の有無
0，01　　　　0．05

S

K

s×K

Bxs
KXB

s東B×K

ユ949．00

林．木群　工38．89

孤立．木群　　ユ8．00
繭　　　　君季　　　間　　　　　ヱ792．i1

3198．72

毬果基郡
毬果先帖申　部　　　　〕31．67

両群間3067．05

1い9．39

樹冠上都
樹冠中喝下　部　　　　7．00

両群間11工2．39

3 649．67

138．89

18．00

ユ792．H

2］599．36

2

13コ。67

3067．05

559．70

　7．00

H12．39

工79，11　4

鴛：一ト
589．34　　i2

8，37　　　4．57 有

く2　　　　4．20　無

く1　　　　4芭20　無
23．1　　　　7．64　　　　　　　　　　　有

26．2　　　5．45 有

〈2　　　　4．20　無

39．67．64有
7．2！　　　5．45 有

く1　　　　420　無

14．37．64有

S毘K 8439．22 35

※　ここではlB．S．Kの主劾果を知りたいので喝諜差項にはその勉の各項S×K，巫×S，K×一B，B×K×S

　を入れた。
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第5表 幼芽の主根の長さと本数

　　　　　林　　木　孤　立木　抄地林木　抄地孤立木　小　　計

　　　　　・・・…剛・｛剛剛…一・小・・・…。計
　　　C㎜
　0J耐肋2319　1726　12　17　1028　33　3　15　1262　74　79　215

　つ治触LC1510　15　3125　20　26　13　12　9　2124　8169　71221
　し1細〃　5　4　4　16　25　19　28　フ　7　28　13　15　7フ　49　45　171
s
1
　2■刈∫　2　2　3　10　10　7　6　4　4　16　20　5　34　36　19　89

　＞り　　　　　　、l　　　1　　　　　　4　3　2　5　3　3　11
　卒均長O．75つ7しO．7C1，411，051，031．361080，922．5〕1，931．85

　O．！紬O．5　　18　　2C　　　3C　　　24　　　］8　　　2⊂

　0．6～！、0　　2三〕　　且8　　　1C　　　33　　　14　　　23

　ユ、1紬2．0　　20　　14　　　13　　　1フ　　　24　　　22
S」

　2．1一脚4邊0　　　5　　　∠　　　　　　　五〇　　　工2　　　7

　〉4．1

　雫　」匂　圭菱　1，000，94　0．98　一。35　1．20　ヱ．03

2ξ　　　24　　　24　　　　9　　　　7　　　　3　　　77　　　69　　　77　　　223

工5　　　9　　　1⊂　　　14　　　10　　　23　　　87　　　5工　　66　　　204

13　　　0　　　8　　　29　　　』9　　　】2　　　79　　66　　　55　　　200

8　　　　　　　　4　　　25　　　16　　　18　　　くε　　　36　　　36　　　120

　　　　　　　9　　　4　　　3　　　9　　　4　　　3　　　　16

，04　0．9C　O．90　2，23　2．00　ユ．95

・■一・。…1・1…　1・・・・・・…　。。一・。。。、i。、。㌧、、、、

　○・6刈・0　74　4　16　9　5　13　1二　7　1119　工8　47　44　36　127

　1・1～2・0　2　6　6　4　1　5　5　6　4　フ　5　7　18　18120　56
S3

　2・1紬4藺0　5　　4　4　　　2　　　　　　2　2　　11　2　6　19

　＞4・1　　　　　　　　　　　　　　　2　2　2　2　2　2　6
　平均長0・75蝸20，700，770，630，700，630，600，550，860，860．78

小酎舳一。1・・。。。ヱ。、工。、、。、ヱ、。、。612。。、、。、6。。。、6。。、工、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1970
計’ 4C4　　　　　　565 454 547

註実駿謹憲手僕工5目目に測定

Y摘　　　要

　筆者が石見飽方に於ける25～35年生のクロマッについて調査したところでは大体以下の如く

いいうる◎

（ユ）林木よりも孤立木の種子が発芽勢大である。

（2）樹冠h中・下部より探集した鍾子では上部のものが発芽勢最も大きい。

（3）毬果D先駄中刃基部の種子では基部のものが発芽勢最も小さく、先端、中部では大差は
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ない。
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